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まいあ一と•姐み木絵「風のうた j by 中村道雄 


立 m と語ろうケ.川に生きよう 

















立花家 


柒味町 3 丁目 0ST377 
花ロース定食 1 •六00円 

美味は材にあり•肉の oi では定 
評がある。いつ食べても同じ味、をモ 


ソト—に嫌けるカツにフアン多し" 


銀 


狐 


裹松 «12 丁目 ©(?5}2" 


•，/口 —スカツ定食九五〇円 

ご - HK の荚东が菜店とい^5ら、 
これは強い=分 J 1 いカツがカラツと 
描がる技術、教えてくれないかな今 



とんかつお 


TOZKAI zo i 


立川の街 


豚界の美味七店 


_ 


「膝」カツレツ、あるいは n — 卜 
レット•ド•ポ—ルと西洋では云 
うそうで。「とんかつ」は西洋に源 
を発しましたが、明治以来、日本 
人の舌と手で限りなく「和食」に 
近づけた。第 I 、箸で戴くし、御 
御御付けが無類によく似合う。そ 
ういうお店が立川にもありました 
です。豚界の美昧 I 食べて みて 
おいしかつた。おすすめデス。 
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十$の—があけて咋年の蓁に 

i かつ丼 - a まさに*待製，二れ 

食ぺずして_を語るなかれ。 



とん かつ大刃 

1 IBII 2 丁 a ol l2slJ 

^ DI — スか PI 〇円 

用けりやいってもんじやないけど 
この店の黑涿：5适咪 I 致，だ 。 rr 
クのある睞は主に似てる、か。 
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通巻23号 


多摩最大の店舗網 


みなさまの暮らしや 
ニーズに合わせて， 

福広いサービスに 
つとめています • 
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ベタンク——そんなの聞いたことないなあそういう人は立川 
では、もう「時代おくれ j なのだそうです。野球の球くらいの鉄 
の球をころがして遊ぶ、まあ、ヒ—玉の化けものみたいなこのゲ 
丨ム。南フランスで生まれたベタンクは、実は日本でも粋人の間 
T ひそかに楽しまれていたというのです、ズルイ！それがいきな 
リ立川に上陸、昭和記念公園にあります専用コ|卜は本邦初の公 
式 n — 卜で、世界選手権にも使用可という本格。キミもどう？ 


あるうららかな-#の一日•コー 
卜を 訪れて みると 5 C 葉!* J の* ft 
苒.ークン，高檐知生クン，木口食 
維クンが•北村 t $ 史本レ 
クリエ—ション協仝 ) の指 
導でゲ—ム中だった••.一人 
が P をそろえて -» やみつ 
F きになリそう/どこにそ 
れ e の魅力があるのだ 
ろうか。「电純そうにみ 
えて奥が深い」と • 
日本ペタンク * 盟会 
長の由并昭 
信满々"この立 nl 
がべタンク王[11、 
世界逛手惟なん 
てのもユメじ 
やなさそう" 


4 . ♦ ' ^ mf 

へ 立川•歴史のひとコマ 

命富士塚の由来 


»士兒町 一 IH の交恭のそばに 
♦妹の木立につつまれた S 士塚があ 
+ c * ■ます。 

.* 土山を木花吠耶®命の化身と 

あがめ. fH 仰の対象として登 ff す 

ることは中 tf : 以降の関朿 •* 海の 

▼典 1 fl でひろく IT われていました。 

t 木花とは桜のことで.，1!:玄をいた 

•だいた«±の美しさを接佗 in 開の 

•英にたとえたものです " S 士の s ' 

♦える地方では•山の哲のとけてい 

+ く形に従っての時期を知リ. 

を祈ったのです" 

a 戸時代に入ると，日本昧から 

朝に夕に仰ぐ山として江戸つチに 

十 SJ : 山は tt も親しまれ、 a±etii 



北 n 氏のフォ丨 
♦ムは、さすが • 



典鋼な中にもなごやかなム—•卜た 
♦だ-1-£せて.找ける人，木ロクン* 
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もさかんになリました。これが m 
間 神社の fg 仰と結びついて、長谷 
)11 角行といぅ人が宙士恬仰の 敎 ft 
をととのえ* を 榭鏃したのが ia±r 
讲です❹白装荣で余刚杖を手に' 
六根清浄を唱えてさかんに a 士登 
拝を行いました ufa 

心もさることながら、 

SI 心の知れた講の仲 

№ 1 との is 中は，庶民 

にとつてまたとない 

来しみだつたでしょ 

、スこの&士媾は江 

戸中期には「江戸八 

百八^」といわれる 

ほど降踫をきわめました" 

また®卜’耩の人々は楔造茁十を 

: d 戸やその近くに数多く作浅 

問神«を勧 a しました◊倍者はこ 

のミニ s ± に»つて! im 仰心を iM 



t が、 


たしたと云われていま t 。 ♦ 

立/ II の苗七塚がい〇築かれたか--: 

は明らかではありませんが • a 戸一 

中期の倹地帳には -1 ふ I 塚」の地+ 

名が se されています=ところで ， t 

この富士塚には C んな伝说があり --*- 

- 

「むかし、でえだらはう* 
が•でっけえド M をはい 1 
てあるいてきた"富±% ♦ 
町のあた〇まできたとさ.: • 

下駄の細に上がつまって* 

しまった"でえだらはう 0 

は，足をふるつて土をお ♦ 

っこどした ❶ その落ちた一 

丁目の S 士塚だというこ ▲ 

とだ"土を持っていかれたほう ：！ T | 

池になった。それが 三 丁目のがけ + 

卜の、弁天池だそうだ 。 J i 川の！ 

むかしばなし i ょリ < K * K > ふ 
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立 川クィ ズ KI 

わが立川は明治 26 年までは * A 
府(下》ではあリませんでした❶ 
wm にあつたでしょぅか。 

①神余川 w <2} 山梨 m ③埼玉 W 
〔5月号の答え〕 ft 初に甲试鉄 ifi 
{视在の^^ is が一 T /: 川と新? 0 IW 
に開通した時には 5 駅しか ありま 

せんでした。众川.国分寺、境，屮奸， 

新宿です。当叫は一袖に 8 入が乗 

ると* ft になたそぅです"一日 

に 4 本の運行でした"したがつて 

答えは③です” 


表紙は語る 

立川釈北 P •ア—トサロン , n 四 
季 j で WORK SH 0 て108展か四 
n に開かれ•立/ II 人の眼をたのし 
ませた。中村 iii 雄さんの「組み木 
絵」作品は一段と光を ni していた。 

「木がもつている ft しさですね • 
そういうものを’もう：度みなお 
してみるきつかけになつたら」と 
a る中村さんの表情は•すでに”^ 
の ft しさ，が移リ住んでいるよう 
であった。 

材質のちがう 
冬，色あいのち 
がう木を組み合 
わせて、；つの 
世界を表現して 
いく"すべて手作 
柒だけに、その根 H たるや.馮常 
ではない。 



風のぅた•は絵木『古い^来 J 
:条大成した、； g ニメ—トルも 
ある大作だ。原作は俏 K にで 
も行かなければ•なかなか a 
れないので•ブリント表現の 
機会も- or 然おおくなる。 
r ! 家〇枳生者も、木に*情が 
ないと*功しませんね」。えくてび 
あんに•その®情ありやなしや。 



真如苑だより 

つゆが近づいています*こ 
の*を『ラつ t うしい」とみ 
るか、天からの rs ' isj とみ 
S か、あなた次第-今月も ft 
如苑へおでかけ下さぃ：闹で 
もおでかけ.卜さい e やつてます。 
■日時 6H21H (iJ 

午後2時〜4時 
■鉀本礬、典如5物 te をはじ 
めと I て映幽など盛りだくさ 
4の用*がしてございます。 
■立川珩&<*入>に限らせ 
て頂きます* 

■お申 1 込みは「えくてびあ 
ん i ンパ 
ニオン」<本 

誌を手* 

してくれ 
f た人> r 

• _ • 

ns - 0 ?©u 

•いまや立川も「グルメの時代」の 
ようであります。おいしいお店を 
紹介すると•トタンに反*があり 
ます.こう云うのをゲンキンなも 
んだ•と S 現してよろしいのであ 
りまし vf っか。•永□:号は fill 刊二 
周年 3C1 念にあたります。好評の「街 
角の a£ J を❖ットするの ; i M に线 
念ですが•その替リ、新企画をお 
岍リいたします。その名も 「 tir 川 
_驰走館/どんなお店が®場しま 
すやら•どんな料现かお目 ft えし 
ますやら。•おいしいお店を知つ 
ているのはあなた、立) II 人です" 
「ひとに li 教えたくない店」を教 
えてください。♦味は文化のバロ 
丨夕—々なんて-*ムうでしよう'* 
の苕 1 に，径薄に踊らされてみよ 
うじゃあないですか** •戸 n から 
背水無月のえくてびあん。 

<■ 篇：秋山光久大野 WK - 鉍興《寻«»山满+ 
«川«田$子》田礼子矢»麟费 
( PHOII 木 tatf 天勢 *1 1 ua * 治 
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空«9に一字柙人を试みよ。 

□ 里巴人 

陽# □ 茸 


1え<てびあん第？301 n 
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Au Coin de Tachikaiva 
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〇〇〇，〇參〇〇0〇必 

脅 p かな^ —— 


このところ、立) IIGK 人も子供 
もすつか0「土いじ〇」から適ざ 
かつてしまつだようです。これは 
いかんと宵 fsws^ " ふれあい 
16豳，をよびかけた6'笫||6つた 
です、百 W-HC。 ジヤかィモ、卜 
—モ an シ、キヤぺツなど1に 
作棄をすすめて、いい汗かき莩し 

たです。でも' 育つかなあ0- 

—— 育 B ますとち！ 


味もホット**心あたた 
1るトン： h ^— tf ス U 




t グルーブや蘩 

の#%つけて" 
実リ符つてます- 



t ィその#を切らないよぅ 
に、^〇なものも#^に。 







